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✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧ 
✧ 発展途上国のための日本の気象サービスの知見・経験に関する調査 
 

 世界銀行グループでは、発展途上国に向けて様々な支援（投資）を行ってきていますが、その

中でも、気象・水文業務への投資について費用対効果が高いと考えており、この分野への投資を

近年積極的に増やしてきています。一方、我が国は、気象庁により世界的にも先進的な気象業務

を発展させてきており、さらに、この分野において発展途上国への主要な支援国の一つとしてア

ジア・太平洋地域を中心に多くの貢献をしてきています。 

 このような中、世界銀行グループでは、発展途上国への効果的な支援を行うため、日本の気象・

水文業務（気象庁及び国土交通省水管理・国土保全局がそれぞれ、さらには連携・協力して実施

している）の近代化の歴史とその経験から学ぶべきことなどをとりまとめるため、調査を行うこ

ととし、気象分野については当センターが担当しました。 

 今般、当センターとともに水文側の報告書（河川情報センターが担当）がとりまとまり、両者

を統合した概要報告とともに、世界銀行東京ハブのホームページ: 

http://www.worldbank.org/drmhubtokyo  を通して公表されました。 

 

 (1)気象・水文を統合したサマリー（世界銀行とりまとめ、24頁） 
“Modernization of Japan’s Hydromet Services: A Report on Lessons Learned for Disaster 
Risk Management” 
https://www.gfdrr.org/sites/default/files/publication/DRMHubTokyo_Japan_%20Hydromet_ 
Summary.pdf 

 
 (2)気象分野の調査報告書（気象業務支援センター作成、本論 96 頁、付録を併せて全体 169 頁） 

“Modernization of Meteorological Services in Japan and Lessons for Developing Countries” 
http://pubdocs.worldbank.org/en/855021475119724095/DRMHubTokyo-Modernization-of-Mete 
orological-Services-in-Japan.pdf 
 

 (3)水文分野の調査報告書（河川情報センター作成、本論 44 頁、付録を併せて全体 61 頁） 
“Modernization of Hydrologicall Services in Japan and Lessons for Developing Countries”  
http://pubdocs.worldbank.org/en/623511475119550215/DRMHubTokyo-Modernization-of-Hydr 
ological-Services-in-Japan.pdf 
 

 当センターの報告書は、第二次世界大戦後の歴史と現在の気象業務を包括的に整理しており、

本論 96 頁、付録を併せて全体で 169 頁と大部なものとなっています。全て英文の報告書となって

いますので、ここに概要部分の和訳を添付しました。参考として頂ければと思います。 

 当センターでは、JICA によるフィリピンやモザンビーク等の気象機関への観測や予報技術支援

について実務的な一翼を担ってきており、それらの国際協力の経験も今回の調査に活かし記載し

ています。また、気象庁の国際協力業務はもとより、発展途上国の国家気象機関にも大いに参考

にしていただいて、世界各国とともに国際的な気象業務が発展し災害の防止軽減、社会の発展に

貢献することを期待しています。当センターにおいても、JICA 等の国際協力関係業務に、大いに

活用して行きたいと考えています。 

 なお、本調査の成果の一端については、この 3月に一般向けのセミナーが開催されており、詳

細が世界銀行東京事務所のホームページに掲載されていますのでご覧いただきたいと思います

（http://www.worldbank.org/ja/events/2016/03/14/modernizing-weather-climate-and-hydrol

ogical-services-and-early-warning-systems#1）。 

 

 おわりに、今回の調査に当たっては、気象庁より多大なご協力を頂いており、この場を借りて

深く感謝申し上げます。 
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（参考:報告書の表紙と目次） 

日本の気象業務の近代化と発展途上国のための知見・経験 
（MODERNIZATION OF METEOROLOGICAL SERVICES IN JAPAN AND LESSONS 
FOR DEVELOPING COUNTRIES） 
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概要 

1. 日本の気象・気候業務 

1.1 日本の自然災害 

1.2 日本の気象業務の発展 

1.3 日本における国家気象機関の事業モデル 

1.4 日本の現在の気象サービス 

2．日本の気象業務における制度の発展 

2.1 法的枠組 

2.2 国の災害対策における気象庁の役割と責務 

2.3 予算、定員及び人材育成・開発 

3．日本の観測・予報システムとサービス提供の近代化 

3.1 気象庁の現業システムの近代化と業務改善 

3.2 早期警報業務と利用者インターフェース 

3.3 社会経済活動における気象・気候サービスの応用 

3.4 気象サービスの利活用と顧客満足度 

4．官民連携の進展 

4.1 気象・気候サービスにおける官民連携の発展 

4.2 官民連携（PPP）への支援のための気象業務支援セン

ターとそのサービス 

4.3 産業における気象データの流通量の拡大 

4.4 日本における民間気象サービス 

5 国際計画・プロジェクトにおける経験 

5.1 静止気象衛星 

5.2 WMO 計画の下での気象庁の地域・世界センター 

5.3 研修プログラムと JICA 集団研修（気象コース） 

5.4 JICA プロジェクトの経験 

6．国家気象機関の近代化に関する指針 

6.1 発展途上国へ向けた提言 

6.2 近代化プロジェクトの計画立案及び実施にかかわる提言 

次の段階への提案に関する補足 

結語 

貢献頂いた関係者への謝辞 

付録 

（理事長） 

   

報告書表紙：世界銀行のホームページより 


